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はじめに
　文部科学省の平成21年度学校基本調査によれば、高等学校卒業者のうち大学等進学率は、全国平均で53.9%、新
潟県の平均で48.7%となっており、高校卒業者の約半数は大学等へ進学しているのが現状である。これまでの大学
等進学率は年々上昇の傾向にあり、今後もその傾向は続いていくことが予想される。それに伴って、新卒者の中で
とくに大学の学部を卒業して就職をする学生の割合も増加している。一方で、就職の受け皿となる企業においては、
長期の景気低迷や企業間の競争激化など企業を取り巻く厳しい環境の中で、正社員として採用する大学卒業者には、
学歴よりも即戦力を重視する傾向にあると言われている。さらに、大学で何をしてきたかというだけでなく、企業
の中で実際に何ができるのかという実践的スキルを入社試験で問われるケースも少なくない。このような状況下で、
大学生には正課を中心として幅広い知識や技能を高めると同時に、課外活動を含めたいろいろな活動にも積極的に
参加し、それらに取り組む過程で生ずる課題を自らの行動で乗り越えていくことで、実体験を通してのいわゆる社
会人基礎力の形成が求められている。
　大学内では、インターンシップやボランティア体験などの実践的な授業科目に取り組んだり、学友会やサークル
活動でリーダー的な立場で活躍したりと、積極的に自己のスキルを高めるような体験を積んでいると思われる学生
も少なくない。しかし、彼らの多くは就職活動で作成する自己紹介書の中で、これらの貴重な体験を自己アピール
の要素として十分に表現できているとは言えない。体験当時には、本人も何らかの形で自分の成長などを実感して
いるに違いないが、その記憶は時間の経過とともに著しく薄らいでいく。本人より、むしろ周りの友人や教職員の
ほうがその状況をよく覚えていて、「君はこんな場面でこんな活躍をしてくれたよね」などと指摘されてからやっ
と思い出す例もある。学生が大学におけるいろいろな活動の中で体験し成長してきた軌跡を自ら振り返ることで自
身の強みや弱みを認識し、希望する進路に向けてさらなる成長を動機づけるための支援環境の整備が望まれる。
　本稿では、主に学生の就職支援活動における支援環境の一つとしてキャリア・ポートフォリオの導入とその活用
方法について考察を加える。
１　オープンソース e ポートフォリオMahara（マハラ）
　ポートフォリオ（portfolio）は、「紙ばさみ」を意味する英語からきており、現在では次のような意味で用いられ
ている。
【ポートフォリオ】
　　①紙ばさみ。書類入れ。
　　②芸術家やデザイナが作品をファイルなどにまとめたもの。
　　③企業や個人が所有する金融資産の組み合わせ。複数の金融商品を組み合わせることで、リスクを分散させる
　　　投資手法。
　本稿で取り上げるキャリア・ポートフォリオは、上記の②に該当するものであり、学生がこれまでの学習活動や
課外活動を通して身につけたスキルや、成果物として作成したレポート、論文、その他の作品などを蓄積すること
で自分自身の経験や実績をいつでも容易に振り返ったり、他者にその成果をアピールしたりするための材料として
利用できるものを想定している。
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　「大学設置基準等の一部を改正する省令」（平成19年文部科学省令第22号）の施行に伴い、平成20年４月から
各大学においては、教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取り組みであるＦＤ（Faculty 
Development）を実施することが義務化された。ＦＤについては、義務化以前からすでに各大学での取り組みを始
められており、その一つの要素としてポートフォリオの導入を図る事例も見受けられる。参考までに、文部科学省
の「平成21年度 大学教育・学生支援推進事業」【テーマＢ】（学生支援推進プログラム）に採択された400件の取組の内、
約10件の取組名称で「ポートフォリオ」という単語が使われており、それ以外にも具体的な取組内容の中でポート
フォリオの利用を計画している事例があるなど、今後さらに導入が進む可能性は高い。
　ポートフォリオの活用を推進している先進的な事例として、福井県の６つの高等教育機関が連携して取り組む
プロジェクト「Ｆレックス」がある。このプロジェクトで運営しているWebサイト「Ｆ-レックス」（http://f-leccs.
jp/）では、ポートフォリオシステムをサービスの一つとして稼働し、連携校の学生や教職員の利用を可能としている。
なお、このプロジェクトは、文部科学省の「平成20年度戦略的大学連携支援事業」に採択され、積極的な活動を進
めている。ポートフォリオのシステム環境を実現する商用のパッケージソフトウェアは、国内ではまだ代表的と言
えるものがない状況にあるが、オープンソース・ソフトウェアを導入している事例がいくつかある。「Ｆレックス」
では、オープンソースｅポートフォリオMahara１）（マハラ）を採用している。
　Maharaは、ニュージーランドの高等教育委員会（Tertiary Education Commission）のｅラーニング共同開発基
金（eCDF）から資金援助を受けており、ニュージーランドのマッセイ大学、オークランド工科大学、ニュージー
ランド公開大学、ビクトリア大学ウェリントン校などが協力して2006年に立ち上げたMaharaプロジェクトから開発
が始められた。その後もニュージーランド教育省などの資金援助を受けて開発を進めており、本稿の執筆時点での
Maharaの最新バージョンは、1.2となっている。Maharaはオープンソース・ソフトウェアであるため、原本のライ
センスおよび著作権の保護に同意することを条件に、利用環境に合わせてソースプログラムを改変することが許さ
れている。Maharaの改良や不具合報告などについては、Maharaサイト（http://mahara.org/）上のフォーラムで情
報交換が行われており、日々改良が進められている。
　図表１はMaharaフレームワークの概略図を示している。Maharaは、アーティファクト、ビュー、グループの３
つの要素を中心として構成されており、図中の矢印で表現される各要素の関係付けは、原則として各ユーザが設定
することができる。
図表１　Maharaフレームワークの概略図
「Mahara日本語ドキュメント」２）を参考に作成
●アーティファクト（Artefact）
Maharaにおけるアーティファクトは、日誌、芸術的作品、デジタルで保存できる作品など学生の学習の軌跡を
記録した情報であり、具体的にはテキスト（文字）、画像、その他アプリケーションソフトウェアの電子データ
からなる。
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●ビュー（View）
Maharaにおけるビューは、特定の個人やグループに対してアーティファクトを公開するためのものであり、学
生が閲覧してもらいたいアーティファクトを選択して、ビューのレイアウトを構成する。また、各ビューにアク
セスできるユーザまたはグループを設定することにより、所属するゼミナールの担当教員（以降、ゼミ担当教員）
だけが閲覧できるビューを設定することもできる。
●グループ（Group）
Maharaにおけるグループは、グループメンバ間でのビューの共有やコミュニティの構築などを目的として構成
されるものであり、各グループには複数のユーザをメンバとして登録する。また、ユーザは複数のグループに所
属することも可能である。
２　学生によるキャリア・ポートフォリオの利用
　長岡大学キャリア・ポートフォリオ（以降、NUCPとする）は、前述のMaharaを基本システムとして構築した。
前述のようにMaharaはニュージーランドを中心として開発が進められていることもあり、日本の大学等での利用に
おいてはユーザインターフェース上のメニューやデータ項目表現の日本語解釈などに一部配慮を加えるべきところ
はあるものの、ポートフォリオシステムとしての基本的な機能は揃っているものと考えられる。
　学生は大学内でネットワークに接続されたパソコンからWebブラウザを利用してNUCPのサイトにアクセスし、
表示されたログイン画面（図表２参照）で、あらかじめ配布された「ユーザ名」と「パスワード」を入力してログ
インする。ログインの成功後にMaharaの各メニュー（図表３参照）からアーティファクトやビューの更新が可能と
なる。
図表２　キャリア・ポートフォリオのログイン画面
図表３　ログイン後の画面例
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　Maharaのメニュー項目に対応して、学生がアーティファクトとして登録する内容を図表４に示す。これらのアー
ティファクトは学生自身が日々の更新を継続して行うことを前提としており、ゼミナールやキャリア関連の授業科
目の中でも、教職員が学生への動機づけを繰り返し行いながら更新を促していくことが望まれる。
　学生はNUCPに蓄積される自分の学習履歴や活動履歴を常にチェックしながら、マイゴールに登録してある目標
に対して現状でどこまで達成できたのか、また達成するためには次に何をすべきなのかなどの反省と計画を繰り返
すことで、自然にPDCAサイクルを回すことができる。また、就職活動に関しては、NUCP上の履歴を基に学生が
自分の強みを見出して、企業に提出するエントリーシートや自己紹介書の中で効果的な自己アピールができるよう
になることが期待される。
図表４　Maharaのメニュー項目と登録内容の例
メニュー 項　目 登録内容
プロファイル プロファイル 学籍番号、氏名、連絡先（住所、電話番号）など
マイレジュメ 興味のあること 大学の授業科目、卒業研究、趣味、特技、サークル活動など、
興味を持って取り組んでいる事
教育履歴 学歴、資格検定取得などの履歴
（資格検定については合格に至らなかったものについても、
記録に残す）
マイゴール パーソナルゴール 将来の夢、生活習慣、健康・体力増進、自主的な社会活動、
課外活動などの個人的な目標
アカデミックゴール 学習に関して、身につけたい知識・技能、資格検定取得、
卒業研究などの目標
キャリアゴール 就職に関して、目標とする業種、職種、企業などをできる
だけ具体的に記入し、その目標を達成するためにどのよう
なスキルが必要となるのかも登録する
マイスキル パーソナルスキル 自主的な社会活動や課外活動などで身につけたスキル
アカデミックスキル 学習活動によって身につけたスキルやアカデミックゴール
で挙げた目標の達成度など
ワークスキル アルバイト、SA（Student Assistant）、インターンシップ、
就職活動などを通して身につけたスキル
（具体的な体験などを含めて記録に残す）
マイファイル マイファイル 学習成果物（レポート、論文等）の電子ファイルをアップロー
ドして登録
マイブログ マイブログ 日誌として日々の活動状況などを登録
３　教職員による就職支援活動での活用
　NUCPの利用体制の概略を図表５に示す。前述したように、学生のビューにアクセスできるユーザまたはグルー
プを設定することにより、ゼミ担当教員だけが閲覧できるビューを設定することもできる。NUCPにおいては、原
則として教員は自分の担当するゼミナールに所属するすべての学生のビューを閲覧できるように設定されており、
教員はNUCPにログインすることによりゼミナール単位で作成されたグループのメンバ一覧からビューの内容を閲
覧することができる。学生とゼミ担当教員とがビューを共有することにより、定期的に実施される個別面談におい
て学生の目標に対する達成状況の確認や、今後の目標設定に対するアドバイスに活用できる。また、学生に対する
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就職支援活動の一つとして自己紹介書の作成指導では、各学生の強みを生かした自己アピールや志望動機の作成に
も有効なアドバイスを与えることができると考えられる。同様に、ゼミ担当教員だけでなく就職支援事務室のスタ
ッフにもビューの閲覧を許可する設定を加えることにより、各学生の就職活動状況の把握や、エントリーシート、
履歴書、自己紹介書の添削指導に積極的な活用が期待できる。
図表５　長岡大学キャリア・ポートフォリオ（NUCP）の利用体制
４　有効活用のためには学生の動機づけが重要
　キャリア・ポートフォリオを有効活用するためにはいくつかのポイントがあると考えられるが、最も重要なポイ
ントは、学生に対する動機づけであると考える。なぜ自分の学習履歴や活動履歴を蓄積しなければならないのかを
学生が十分に理解して、自発的にデータ更新を継続して行う意識が必要であり、教員に言われたから仕方なくやる
という状況では、データ更新の頻度は低くなり、蓄積する内容も薄いものになってしまうに違いない。逆に、大多
数の学生が日常的に更新、活用する環境をできるだけ早期に実現することにより、身近な支援ツールとしての認識
を学生や教職員に浸透させることが可能となるものと推察される。これに関連して、現状でNUCPはセキュリティ
面への配慮から学内ネットワークでのみアクセスを許しているが、将来的にはインターネットを経由して学外から
のアクセスを可能とすることで利便性を高める必要があると考える。さらに、携帯電話からの利用も検討していく
必要があると考えるが、現在はMaharaの携帯電話への対応機能が組み込まれていないこともあり、今後開発が進め
られることを期待したい。
　Maharaはポートフォリオシステムであり、いわゆるコース管理システム（CMS：Course Management System）
のように個々の授業科目における学生への教材提供、小テスト、レポート提出などのコース（授業）管理の機能を
装備しているわけではない。しかし、ポートフォリオの要素の一つとして、各授業科目における学生の学習履歴と
のリンク望む声もある。このような要望に対応するために、Maharaの開発プロジェクトでは、同じくオープンソー
ス・ソフトウェアのコース管理システムMoodle ３）との将来的な統合を計画している。逆にMoodleはコース管理を
主体に設計されているため、コースごとの学生の学習履歴や評価を管理できる一方で、学生ごとの学習履歴を一元
的に管理する機能は現状では十分ではなく、これを補うためにもMaharaとの統合が期待されている。
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